
─────────────────────────────────── 
 
農林水産省 FSMA メールマガジン 
                                             平成 28 年 1 月 28 日 第５号 
─────────────────────────────────── 
 
 
【 配信アドレス変更のお知らせ 】 
 
 日ごろから、御講読いただきありがとうございます。 
 本メールマガジンは、3 月 1 日以降アドレスを変更いたします。 
       
 ☆ 新しいアドレスはこちら→ nousui-fsma@maff.go.jp 
      
 迷惑メール対策等でメールソフトの設定をされている方は、御注意ください。 
 
----------------------------------------------------------------------       
---------------------------------------------------------------------- 
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---------------------------------------------------------------------- 



１．特集 
---------------------------------------------------------------------- 
■ 平成 28 年度予算概算決定の概要について 
 
輸出促進関連の平成 28 年予算概算決定の概要（農林水産省食料産業局輸出促進 
課分、FSMA 関連は 15-16p)を、以下のサイトにて公表しております。 
 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17065&m=96837&v=ffb0b9e3 
 
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
２．研修会・セミナーの御案内 
---------------------------------------------------------------------- 
■ 米国食品安全強化法セミナー～食品医薬品局（FDA）を迎えて～ 
    （ジェトロ主催、農林水産省補助金） 
 
FSMA を所管する米国食品医薬品局（FDA）担当者を迎えて、セミナーを開催し 
FSMA に関する説明をしていただきます。 
 
本セミナーでは FSMA の主要な規則を網羅するとともに、セクションごとに FDA 
との直接の質疑応答の時間を十分確保しており、米国向け食品輸出に携わる 
事業者の皆様に役立てていただける内容となっています。 
 
○東京会場 
日時：2016 年 2 月 2 日（火曜）9 時 30 分～17 時 30 分（受付開始：9 時 00 分） 
場所：ホテルオークラ東京 別館 2 階 オーチャードルーム（港区虎ノ門 2-10-4）  
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17066&m=96837&v=ca5d0fb0 
 
○大阪会場 
日時：2016 年 2 月 4 日（木曜）9 時 30 分～17 時 00 分（受付開始：9 時 00 分） 
場所：大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪） 12 階 特別会議場 
   （大阪市北区中之島 5 丁目 3 番 51 号）  
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17067&m=96837&v=6fd69fbe 
 
会場へのご参加は、好評のため満席となり既に締め切っております。 



ライブ配信をいたしますので、視聴をご希望の場合は以下のサイトから 
お申込みください。(外部リンク) 
 
＜米国食品安全強化法セミナー（ライブ配信）- FDA を迎えて -＞ 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17068&m=96837&v=8d8df0a1 
※ 申込締切 ： 2016 年 1 月 29 日（金曜） 17 時 00 分 
 ＊ 締め切りが間近になっております。ご注意下さい  
 
 
■ HACCP 等の導入促進に関する研修会等（農林水産省食料産業局企画課） 
 
FSMA への対応に当たって参考となる支援策の一つとして、HACCP の導入促進等 
に関する研修等を行っています。 
開催日時・会場、申し込み方法等は下記のページをご覧下さい。 
 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17069&m=96837&v=280660af 
 
 
 
■  FSMA 入門セミナー（ジェトロ） 
 
○現在募集中  なし 
 
 
○今後の予定（2015 年度） 
 
佐賀（2016 年 3 月 16 日、募集開始時期調整中）(外部リンク) 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17070&m=96837&v=469bc581 
 
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
３．その他の情報 
---------------------------------------------------------------------- 
■農林水産省のホームページのご紹介 
 



・米国への農林水産物・食品の輸出に取組む皆様に向けての資料を新たに作成 
 しました。下記のホームページにてご覧いただくことができます。 
 
「米国への農林水産物・食品の輸出に取り組む皆様へ 
 ～米国食品安全強化法(FSMA）が本格施行されます」 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17071&m=96837&v=e310558f 
 
 
 
■ジェトロのホームページのご紹介 
 
○概要 
 
・FSMA の詳細な情報については、下記のジェトロのホームページにてご覧いた 
 だくことができます。 
 
 ジェトロ「食品安全強化法（FSMA）に関する情報」（外部リンク） 
 http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17072&m=96837&v=d6fde3dc 
 
 
○更新情報 
 
 以下の資料を作成しております。ぜひご利用ください。(外部リンク) 
 
農産物安全基準についての最終規則（仮訳） 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17073&m=96837&v=737673d2 
 
外国供給業者検証プログラムについての最終規則（仮訳） 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17074&m=96837&v=bd268f7a 
 
認証第三者監査制度についての最終規則（仮訳） 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17075&m=96837&v=18ad1f74 
 
 
○FDA による食品供給施設査察の対応マニュアルのご紹介 
 



・ジェトロでは、FDA による食品供給施設への査察の流れや指摘事項について 
  情報収集し、参考用の受検ガイドブックとしてまとめています。 
 
 「米国食品医薬品局（FDA）による日本の食品供給施設査察ガイドブック 
 （2014 年 10 月）」（外部リンク）  
 http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17076&m=96837&v=2d40a927 
   
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
４．最近の米国情報 
---------------------------------------------------------------------- 
  
 このコーナーでは、各種のニュースや記事で掲載された米国 FSMA に関連する 
 情報を抜粋・要約してご紹介します。 
 今号では、FDA の動き、米国の事業者の反応、米国 FSMA 類似の規制としての 
 中国の食品安全法について、記事を抜粋する形でご紹介します。 
  注：今号の記事の抽出の期間は、11 月 16 日～12 月 25 日としています。 
    このため、記事掲載時からの時間経過により、予定や状況が 
    変更になっている場合がありますので、ご留意ください。 
 
 
■FDA の動き 
 
・FDA の食品および動物向け薬品担当次官の Michael Taylor 氏は、FDA の細則に 
 より、「歴史上初めて食品製造業界と食品輸入業界が直接 FDA の規制を受け、 
 最近の重要な事案によって明らかになった食品安全に関する課題を解決に 
 近づくことになる」と述べる一方で、「成功裏に同規則を履行するためには 
 現在要求中の 109.5 百万ドルの追加予算が必要不可欠」と述べ、追加予算の 
 必要性を強調した。 
 （2015 年 11 月 20 日 "FDA Week"） 
 
 
■米国事業者の反応 
 
・米国農業牧畜自由連合の創設者兼代表者であり、自身も農業者である、 



 Judith McGeary は、FSMA 細則に関連して、「灌漑用水の基準と、規制の適用 
  除外の範囲に関する農業界の主張を無視している」と述べた。さらに「米国 
  の食品業界にとっても、より健康志向で地元産食品を選びたい消費者に 
  とっても、大変な負荷となる」と述べた。 
 （2015 年 11 月 26 日 "Politics & Government Week"） 
 
・米国食品小売の業界団体である FMI の食品安全プログラム副代表である 
  Hilary Thesmar は、FSMA について、「食品業界全体に多大な影響を及ぼす 
  もの」、FDA の期待通り食品安全が担保されるかについては「疑問の余地が 
  多い」と述べたうえで、「当初は業界にとって負担が大きいだろう。 
  ただしあくまで長期的には、食品安全のシステムが構築されると期待する」 
  とコメントした。 
 （2015 年 12 月 1 日 "Supermarket News"） 
 
・米国食品業界有識者複数が、FSMA 関連で、食品への意図的な混入に関する 
 事業者の対応として現時点で事業者が準備すべきことを議論している。 
 １．自社の脆弱なポイントを査定する前に、FDA が事業者の脆弱性査定に 
  おいて何を求めているかを理解すること。とくに HACCP における脆弱性査定 
  との違いを理解すること。 
 ２．食品への意図的な混入に関して FDA が使用している特殊な用語の意味を 
  理解すること。 
 ３．FSMA 基準に合致した脆弱性確認のための 2 つのツール(CARVER＋Shock 法 
  と Food Defense Plan Builder）の強みと課題を理解し、それぞれの使用の 
  ポイントを会得することが、現時点の事業者の行動のポイントとして重要 
  である。 
 （2015 年 12 月 3 日 "Food Weekly News"） 
  
 
■参考＞他国での動き ～中国の事例 
 
・施行が予定されている中国の新しい食品安全規則によって、同国の乳幼児用 
 の調製粉乳の業界に再編が起こるだろうとの主張がある。当局は 103 の調製 
 粉乳国内メーカーと、73 の同海外メーカーの中国内にある施設について 
 抜き打ち検査を行う見通しだ。現在国内には 100 以上の企業が合計 2,000 点 
 以上の調製粉乳商品を生産しているが、実際に検査が行われると、品質基準 
 を満たしていないブランドの統廃合が行われ、生産禁止となる企業も発生 



 する可能性がある。結果的には、ほぼ 8 割程度のブランドが業界から一掃 
 されると分析する有識者もいる。 
 （2015 年 12 月 9 日 "South China Morning Post"） 
 
 
 
--------------------------------------------------------------------- 
５．Ｑ＆Ａコーナー 
---------------------------------------------------------------------- 
 
 引き続き事業者の皆様の FSMA にかかるお悩みや疑問を募集し、多くの方 
 からいただいた質問に関しては、FAQ として整理の上、FSMA メルマガ第 5 号 
 以降で、回答を開始したいと考えております。 
 つきましては、FSMA の内容や運用に関してお悩みや疑問のある方は、 
 下記フォーマットを用い、下記メール宛先までお寄せください。 
 
 質問用紙（「お悩み投書箱」） 
  http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17077&m=96837&v=88cb3929 
  
 メール宛先    
  nousui-fsma@maff.go.jp  
 
 紙面等の関係上、ご質問すべてに個別にはお答えできないこと、予めご了承 
 下さい。なお、メルマガにおいて質問及び回答を記載する際には、地域、 
 業態、製品群等のみの概要に留め、詳細な個別企業に関する情報は 
 公開いたしません。 
  
 
---------------------------------------------------------------------- 
 発 行 
---------------------------------------------------------------------- 
 
［農林水産省 FSMA メールマガジン］ 
 発行：農林水産省 食料産業局 輸出促進課 
 住所：〒100-8950 東京都千代田区霞が関１－２－１ 
 代表：03-3502-8111（内線 4310） 



 直通：03-3501-4079 
 FAX ：03-6738-6475 
 
 このメールマガジンに関するご意見・ご要望又は転載を希望する場合は、 
 当課までお問合せ下さい。 
 
---------------------------------------------------------------------- 
 
 お知り合いに「農林水産省 FSMA メールマガジン」をぜひご紹介下さい。 
 
 当メールマガジン及びバックナンバーは、以下の輸出促進対策ホームページ 
 に掲載しております。 
  http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17078&m=96837&v=6a905636 
   
 当メールマガジンの配信登録、配信変更及び配信解除等は、以下のホーム 
 ページから手続することができます。 
  http://mailmag.maff.go.jp/c?c=17079&m=96837&v=cf1bc638 


